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概要

LM26LVは低電圧で高精度なデュアル低消費電力温度スイッチ
および温度センサです。温度トリップ・ポイント出力 (TTRIP) は、
工場出荷時に 1℃刻みで0℃から＋150℃の範囲で設定可能で
す。温度ヒステリシス (THYST)により、温度が不安定な環境にお
いても出力を安定できます。

通常動作において、ダイ温度が TTRIPを超える場合に LM26LV
温度スイッチ出力が制定されます。温度が (TTRIP－THYST)より
下がると、温度スイッチ出力はリセットします。OVERTEMP デジ
タル出力はプッシュプル構造でアクティブ High に、OVERTEMP
デジタル出力はオープンドレイン構造でアクティブ Lowになります。

アナログ出力 VTEMPは、測定温度に逆比例するアナログ出力電
圧を出力します。

TRIP TEST入力をHighにドライブすると、 (1)現在の状態を検証
するためにデジタル出力が制定され、(2) スレッショルド電圧が
VTEMP 出力ピンから出力されます。これにより温度トリップ・ポイ
ントの検証に使用できます。

LM26LV は低電圧動作が可能であるため、1.8V のシステム設
計には理想的です。幅広い動作範囲、低電源電流、および高
い精度により、さまざまな商用および工業用アプリケーション向けに
温度スイッチのソリューションを提供します。

アプリケーション
■ 携帯電話

■ 無線機器

■ デジタルカメラ

■ PDA

■ バッテリパック /充電器

■ 自動車

■ ディスク・ドライブ

■ ゲーム機器

■ 各種家電機器

特長

■ 低電圧 (1.6V)動作

■ 待機時消費電流が小さい

■ プッシュプルおよびオープンドレインの温度スイッチ出力

■ 0℃～ 150℃にわたる幅広いトリップ・ポイント範囲

■ 非常に優れた直線性を持つアナログのVTEMP温度センサ出
力

■ VTEMP出力短絡保護回路

■ － 50℃～＋ 150℃の広範囲にわたって高精度

■ 2.2mm×2.5mm (typ)の LLP-6パッケージ

■ 優れた電源ノイズ除去性能

主な仕様

■  電源電圧範囲 1.6V～ 5.5V

■  消費電流  8 μA (typ)

■  トリップ・ポイント温度精度 0℃～ 150℃ ± 2.2℃

■  VTEMP精度 0℃～ 150℃ ± 2.3℃

0℃～ 120℃ ± 2.2℃

－ 50℃～ 0℃ ± 1.7℃

■  VTEMP出力ドライブ電流 ± 100μA

■  定格温度範囲 － 50℃～ 150℃

■  ヒステリシス温度 4.5℃～ 5.5℃

ピン配置図
LLP-6

Top View
See NS Package Number SDB06A

代表的な変換特性

VTEMP Analog Voltage vs Die Temperature
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ブロック図

ピン説明

ピン
番号

ピン名 種類 等価回路 説明

1
TRIP

TEST
デジタル
入力

TRIP TESTピン。アクティブHigh入力。
TRIP TEST＝ 0 (デフォルト)の場合：
温度センサ出力電圧はVTEMP ＝VTS

TRIP TEST＝ 1の場合：
OVERTEMPおよび OVERTEMP出力が制定され
温度トリップ電圧はVTEMP ＝VTRIP

このピンは未使用の場合オープンのままで構いません。

5 OVERTEMP デジタル
出力

温度スイッチ出力
アクティブHigh、プッシュプル
測定温度がトリップ・ポイント温度を超えた場合、または TRIP TEST＝ 1
の場合に制定されます。
このピンは未使用の場合オープンのままで構いません。

3 OVERTEMP デジタル
出力

温度スイッチ出力
アクティブ Low、オープンドレイン (プルアップ抵抗についてはセクション
2.1を参照してください。 )
測定温度がトリップ・ポイント温度を超えた場合、または TRIP TEST＝ 1
の場合に制定されます。
このピンは未使用の場合オープンのままで構いません。

6 VTEMP
アナログ
出力

VTEMPアナログ電圧出力
TRIP TEST＝ 0の場合
温度センサ出力電圧はVTEMP ＝VTS

TRIP TEST＝ 1の場合
温度トリップ電圧はVTEMP ＝VTRIP

このピンは未使用の場合オープンのままで構いません。

4 VDD 電源 正電源電圧

2 GND グラウンド 電源グラウンド
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代表的なアプリケーション

製品情報
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

精度特性

トリップ・ポイント精度

VTEMPアナログ温度センサ出力精度
4つの温度トリップ・ポイント範囲それぞれに対応するゲインがあります。ゲイン1は温度トリップ・ポイント0～ 69℃で使用されるセンサ・
ゲインです。同様にゲイン 2はトリップ・ポイント70～ 109℃、ゲイン 3は 110～ 129℃、ゲイン 4は 130～ 150℃で使用されます。以
下のリミット値には直流負荷変動は含まれません。以下に記載している精度リミット値は、LM26LV変換テーブルを基準にしています。

電源電圧 － 0.2V～＋ 6.0V

OVERTEMPピン入力電圧 － 0.2V～＋ 6.0V

OVERTEMPおよび
VTEMPピン入力電圧 － 0.2V～ (VDD＋ 0.5V)

 TRIP TESTピン入力電圧 － 0.2V～ (VDD＋ 0.5V)

各出力ピンの出力電流 ± 7mA

各ピンの入力電流 (Note 2) 5mA

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

最大接合部温度

 TJ(MAX) ＋ 155℃

ESD耐性 (Note 3)：

人体モデル 2500V

マシン・モデル 250V

帯電デバイス・モデル 1000V

ハンダ付けのプロセスは、National Semiconductor's Reflow 
Temperature Profile 規格に準拠してください。
www.national.com/JPN/packaging/をご覧ください。 (Note 4)

仕様温度範囲 TMIN≦ TA≦ TMAX

LM26LV － 50℃≦ TA≦＋ 150℃

電源電圧範囲 (VDD) ＋ 1.6V～＋ 5.5V

熱抵抗 (θJA) (Note 5)
LLP-6 (パッケージSDB06A) 152℃ /W

Parameter Conditions Limits (Note 7) Units (Limit)

Trip Point Accuracy (Note 8) 0 － 150℃ VDD＝ 5.0V ± 2.2 ℃ (max)

Parameter Conditions
Limits

(Note 7)
Units
(Limit)

VTEMP Temperature 
Accuracy
(Note 8) 

ゲイン 1：トリップ・ポイント
範囲 0～ 69℃

TA＝ 20℃～ 40℃ VDD＝ 1.6V～ 5.5V ± 1.8

℃ (max)

TA＝ 0℃～ 70℃ VDD＝ 1.6V～ 5.5V ± 2.0
TA＝ 0℃～ 90℃ VDD＝ 1.6V～ 5.5V ± 2.1

TA＝ 0℃～ 120℃ VDD＝ 1.6V～ 5.5V ± 2.2
TA＝ 0℃～ 150℃ VDD＝ 1.6V～ 5.5V ± 2.3
TA＝－ 50℃～ 0℃ VDD＝ 1.7V～ 5.5V ± 1.7

ゲイン 2：トリップ・ポイント
範囲 70～ 109℃

TA＝ 20℃～ 40℃ VDD＝ 1.8V～ 5.5V ± 1.8

℃ (max)

TA＝ 0℃～ 70℃ VDD＝ 1.9V～ 5.5V ± 2.0
TA＝ 0℃～ 90℃ VDD＝ 1.9V～ 5.5V ± 2.1

TA＝ 0℃～ 120℃ VDD＝ 1.9V～ 5.5V ± 2.2
TA＝ 0℃～ 150℃ VDD＝ 1.9V～ 5.5V ± 2.3
TA＝－ 50℃～ 0℃ VDD＝ 2.3V～ 5.5V ± 1.7

ゲイン 3：トリップ・ポイント
範囲 110～ 129℃

TA＝ 20℃～ 40℃ VDD＝ 2.3V～ 5.5V ± 1.8

℃ (max)

TA＝ 0℃～ 70℃ VDD＝ 2.5V～ 5.5V ± 2.0
TA＝ 0℃～ 90℃ VDD＝ 2.5V～ 5.5V ± 2.1

TA＝ 0℃～ 120℃ VDD＝ 2.5V～ 5.5V ± 2.2
TA＝ 0℃～ 150℃ VDD＝ 2.5V～ 5.5V ± 2.3
TA＝－ 50℃～ 0℃ VDD＝ 3.0V～ 5.5V ± 1.7

ゲイン 4：トリップ・ポイント
範囲 130～ 150℃

TA＝ 20℃～ 40℃ VDD＝ 2.7V～ 5.5V ± 1.8

℃ (max)

TA＝ 0℃～ 70℃ VDD＝ 3.0V～ 5.5V ± 2.0
TA＝ 0℃～ 90℃ VDD＝ 3.0V～ 5.5V ± 2.1

TA＝ 0℃～ 120℃ VDD＝ 3.0V～ 5.5V ± 2.2
TA＝ 0℃～ 150℃ VDD＝ 3.0V～ 5.5V ± 2.3
TA＝－ 50℃～ 0℃ VDD＝ 3.6V～ 5.5V ± 1.7
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電気的特性 
特記のない限り、以下の仕様は＋ VDD＝＋ 1.6V～＋ 5.5Vに対して適用されます。太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ＝ TMIN ～
TMAXの場合に適用され、他のすべてのリミット値は TA＝TJ＝ 25℃の場合です。
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電気的特性 (つづき)

特記のない限り、以下の仕様は＋ VDD＝＋ 1.6V～＋ 5.5Vに対して適用されます。太文字表記のリミット値は TA ＝ TJ＝ TMIN ～
TMAXの場合に適用され、他のすべてのリミット値は TA＝TJ＝ 25℃の場合です。

tENおよび tVTEMPの定義

Notes

Note 1: 絶対最大定格とは、デバイスが破壊される可能性があるリミット値をいいます。動作定格とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性能リミット
値を保証するものではありません。保証された仕様および試験条件については「電気的特性」を参照ください。保証された仕様は「電気的特性」に
記載されている試験条件においてのみ適用されます。記載の試験条件下でデバイスを動作させないと、いくつかの性能特性が低下することがあります。

Note 2: いずれかのピンで入力電圧 (VI)が電源電圧を超えた場合 (VI＜GNDまたはVI＞VDD)、そのピンの入力電流を5mA以下に制限しなければなりません。

Note 3: 人体モデルの場合、一定の電圧まで充電した 100pFのコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各ピンに放電させます。マシン・モデルの場合は、一定
の電圧まで充電した 200pF のコンデンサから直接各ピンに放電させます。帯電デバイス・モデル (CDM) は、デバイスが摩擦電気または静電気の誘導
過程によって帯電した後、接地された対象物や表面に突然接触した場合に発生するESD現象を特徴とする、特定の回路です。

Note 4: リフロー温度プロファイルは、鉛フリー・パッケージの場合と非鉛フリー・パッケージの場合で異なります。

Note 5: 接合部から周囲環境への温度抵抗 (θJA)は、ヒートシンクなし、無風状態の規格値です。

Note 6: 代表値 (Typical)は、TJ＝TA＝ 25℃で得られる最も標準的な数値です。

Note 7: リミット値は、ナショナル セミコンダクターの平均出荷品質レベル (AOQL)に基づき保証されます。

Note 8: 精度は、ゲイン設定、電圧、温度 (℃単位表現 )の規格条件における測定出力電圧と基準出力電圧 (変換一覧表参照 )間の誤差として定義されて
います。精度リミット値には規格条件の範囲内のライン・レギュレーションが含まれます。精度リミット値にはロード・レギュレーションは含まれません。直流
負荷はゼロと仮定しています。

Note 9: 温度上昇の影響による出力電圧変動は、内部消費電力と温度抵抗の積で計算されます。

Note 10: ソース電流は LM26LVから流出する電流です。シンク電流は LM26LVに流入する電流です。

Note 11: 設計により保証されています。

Note 12: 1μAという上限値はテスト条件の制限によるもので、実際の部品の性能を反映したものではありません。温度が 15℃上昇するごとに電流が 2倍になるこ
とを見込んでください。例えば、25℃で 1nAの場合、85℃では 16nAに増加します。

Note 13: ライン・レギュレーションは最大電源入力電圧における出力電圧を、最低電源入力電圧における出力電圧から引いて計算されます。標準的なライン・レ
ギュレーションの仕様には、セクション 4.3で説明する出力電圧シフトは含まれていません。

Note 14: 表示された曲線は、最悪条件下における代表的な性能を示しています。オーバーヘッド (VDD－VTEMP)および VDDが大きくなり、温度が下がると性能
は向上します。

Note 15: 表示された曲線は、最悪条件下における代表的な性能を示しています。VTEMPおよび VDDが大きくなり、温度が下がると性能は向上します。
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代表的な性能特性 

VTEMP Output Temperature Error vs. Temperature

Supply Current vs. Temperature

Load Regulation, 100 mV Overhead
T = 80℃ Sourcing Current (Note 14:)

Minimum Operating Temperature vs. Supply Voltage

Supply Current vs. Supply Voltage

Load Regulation, 200 mV Overhead
T = 80℃ Sourcing Current (Note 14:)
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代表的な性能特性 (つづき )

Load Regulation, 400 mV Overhead
T = 80℃ Sourcing Current (Note 14:)

Load Regulation, VDD = 1.6V
Sinking Current (Note 15:)

Load Regulation, VDD = 2.4V
Sinking Current (Note 15:)

Load Regulation, 1.72V Overhead
T = 150℃ , VDD = 2.4V

Sourcing Current (Note 14:)

Load Regulation, VDD = 1.8V
Sinking Current (Note 15:)

Change in VTEMP vs. Overhead Voltage
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代表的な性能特性 (つづき )

VTEMP Supply-Noise Gain vs. Frequency

VTEMP vs. Supply Voltage
Gain 2: For Trip Points

 70 - 109℃

VTEMP vs. Supply Voltage
Gain 4: For Trip Points

130 - 150℃

VTEMP vs. Supply Voltage
Gain 1: For Trip Points

0 - 69℃

VTEMP vs. Supply Voltage
Gain 3: For Trip Points

110 - 129℃
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1.0 LM26LV VTEMPとダイ温度の変換テーブル
LM26LVは、温度トリップ・ポイントの範囲に応じ、ゲイン 1から
4までの4つのゲインのうちの1つが工場出荷時に設定されます。
以下の変換テーブルは、動作温度範囲全域にわたるそれぞれの
ダイ温度での VTEMP 温度センサ電圧 (単位 mV)の値を、4つ
の温度トリップ・ポイント範囲ごとに示しています。この表は、(電
気的特性の項に示す ) LM26LVの精度規格を決定する際の基
準になります。この表はホスト・プロセッサのルック・アップ・テー
ブルなどで使用できます。変換テーブルで使用されている算出方
程式については 1.1.1項を参照してください。

VTEMP温度センサ出力電圧とダイ温度の変換テーブル

ダイ温度 (単位℃ )に対応するVTEMP温度センサ出力電圧 (単
位 mV)を以下に示します。4つの TTRIP温度トリップ・ポイント範
囲それぞれにゲインが設定されています。ゲイン 1は温度トリップ・
ポイント 0～ 69℃で使用されるセンサ・ゲインです。同様にゲイ
ン 2はトリップ・ポイント70～ 109℃、ゲイン 3は 110～ 129℃、
ゲイン 4は 130～ 150℃で使用されます。VDD＝ 5.0Vです。太
字の値はトリップ・ポイント範囲内を示します。
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1.1 VTEMP とダイ温度の概算

LM26LVの VTEMPアナログ温度出力は非常に優れた直線性を
持っています。上記の変換テーブルまたは下記 1.1.1 項の演算
式から算出される VTEMP 出力電圧は実際の温度と比較し、非
常に高い精度を持っていることがわかります。

1.1.1 二次方程式 (放物線方程式 )

変換テーブルのデータまたは以下の式をグラフ化すると、傘の形
の放物曲線になります。

1.1.2 一次近似 (リニア )

動作温度範囲全域にわたり二次近似に比べると精度は落ちます
が、簡便に近似値を求めるために、以下の一次方程式を使用で
きます。以下の表におけるオフセットおよび傾きをこの式に代入す
ることで、18mV 未満の近似誤差で最適な VTEMPとダイ温度の
性能を演算できます。

1.1.3 狭い温度範囲における一次近似 (リニア )

下記の方程式により、目的とする温度範囲での直線近似を行うこ
とができます。

Vの単位は mV、Tの単位は℃、T1とV1は最低温度の値を、
T2とV2は最高温度の値を表します。

例えば、ゲイン 4、温度範囲が 20℃～ 50℃の場合を計算する
と、次のようになります。

この直線近似方式を使用すると、1つ以上の対象温度範囲に対
して伝達関数の近似計算を行うことができます。
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2.0 OVERTEMPおよび OVERTEMP
デジタル出力
アクティブ High でプッシュプル出力の OVERTEMPとアクティブ
Lowでオープンドレイン出力の OVERTEMPは、共にダイ温度が
工場出荷時設定の温度トリップ・ポイントに達すると同時にアクティ
ブになります。TRIP TEST ピンが High に設定された場合にも、
両者は同時にアクティブになります。ダイ温度が温度トリップ・ポイ
ント(ヒステリシス )を下回ると、両方の出力は非アクティブ状態に
セットされます。これら 2 種類のデジタル出力により、ユーザーは
設計に最も適した出力の種類を柔軟に選択できます。

OVERTEMP または OVERTEMP デジタル出力ピンはいずれも、
未使用の場合はオープンにしておくことができます。

2.1 OVERTEMPオープンドレイン・デジタル出力

OVERTEMP のアクティブ Low、オープンドレイン・デジタル出力
を使用する場合、このピンとVDDの間にプルアップ抵抗が必要で
す。以下の項にプルアップ抵抗の値を決定する方法を示します。

Determining the pull-up Resistor Value

プルアップ抵抗値は、最大総電流量 iT が抵抗を通るという条件
で計算されます。総電流は

ここで、 

iT iTはVOLにおいてプルアップ抵抗を流れる最大総電流
量です。

iL iLは負荷電流で、デジタル入力としては通常は非常に
低い値です。

VOUT VOUTはOVERTEMPピンにおける電圧です。プルアッ
プ抵抗を計算するにはVOLを使います。

VDD(Max) VDD(Max)はユーザーのシステムで使用される電源電圧
の最大値です。

プルアップ抵抗の最大値は、以下の式によって導き出すことがで
きます。

計算例

例として、3.3V± 0.3Vの VDD、入力負荷として CMOSデジタ
ル入力、0.2Vの VOLがあるとします。

(1) 0.2Vの VOLでは、OVERTEMPの電気的特性から isinkの
最大値 385μAとなります。

(2) iL＝ 1μAとすると、iTの最大値はおよそ 386μAです。電流
リミット値に 35μAを選択すると、iTは 35μAと計算されます。

(3) VDD(Max)は 3.3V＋ 0.3V＝ 3.6Vとなり、プルアップ抵抗値を
以下のように計算できます。

RPull-up＝ (3.6－ 0.2)/35μA＝ 97kΩ

(4) この計算値に基づき、公称誤差を加味して実際の部品として
の抵抗値を選択します。

この例では、5% の公称誤差の抵抗を使う場合、次に近い値は
100kΩです。

2.2 ノイズ耐性

LM26LVは、電源ノイズによりOVERTEMPおよび OVERTEMP
デジタル出力に生じる誤ったトリガの影響を実質的に受けませ
ん。ダイ温度がトリップ・ポイントの 0.5 ℃以内の場合、VDD が
2V～ 5Vの範囲でVDDラインに 3Vppの矩形波による「ノイズ」
信号を乗せるという過酷な試験を行った結果、誤ったトリガは生じ
ませんでした。

3.0 TRIP TESTデジタル入力
任意の動作温度において TRIP TESTピンをHighにセットするこ
とで OVERTEMP および OVERTEMP デジタル出力を電気的に
試験することができます。

TRIP TESTピンが Highに切り替わると、VTEMPピンには VTRIP
電圧が現れます。

TRIP TEST ピンを未使用の場合、オープンまたは接地のいずれ
でも構いません。

4.0 VTEMPアナログ温度センサ出力
VTEMP プッシュプル出力によって、大きなソース電流およびシンク
電流を駆動することができます。この特長は、例えば A/D コン
バータ (ADC) の入力段のような動的に変化する負荷を駆動する
場合に有効です。ADCを使ったアプリケーションでは、ADCの
入力容量をソース電流で速やかに充電しなければなりません。詳
細は「アプリケーション回路」を参照してください。LM26LVは
大きなソース電流またはシンク電流を必要とするこのようなアプリ
ケーションに最適です。

4.1 ノイズに関する考慮事項

LM26LVの電源ノイズ・ゲイン (VTEMP上の AC信号とVDD上
の AC信号の比 )は特性評価の際に測定しています。減衰特性
の代表的な様子を「代表的な性能特性」項に示します。出力
の負荷容量はノイズの除去に効果があります。

ノイズの多い環境での動作では LM26LV の電源ピンからおよそ
5cm以内にバイパス・コンデンサを設けてください。

4.2 容量性負荷

VTEMP 出力は容量性負荷のドライブ能力が非常に優れていま
す。特にノイズの多い環境の場合や、A/Dコンバータのスイッチ
ト・サンプリング方式の入力段を駆動する場合には、ノイズの結
合を最小限に抑えるために何らかのフィルタリング回路を追加す
る必要があります。VTEMPは、Figure 1に示すように、外部対策
を講じる必要なく 1100pF 以下の容量性負荷をドライブできます。
容量性負荷が 1100pFより大きい場合には、Figure 2に示すよう
に出力に直列抵抗を挿入し安定状態を維持する必要がありま
す。



14www.national.com/jpn/

L
M

26
L

V

4.0 VTEMPアナログ温度センサ出力 (つづき)

FIGURE 1.   LM26LV No Decoupling Required for 
Capacitive Loads Less than 1100 pF.

FIGURE 2.   LM26LV with series resistor for capacitive 
loading greater than 1100 pF. 

4.3 電圧シフト

LM26LVは、温度と電源電圧のすべての範囲にわたって優れた
直線性を示します。電源電圧がデバイスの動作範囲内で増加し
ていくと、NMOS/PMOS フルスイング・バッファ固有の動作に起
因して、出力にわずかなシフトが発生する場合があります。シフト
の発生条件は、VDDとVTEMP の相対的なレベルで決まります。
通常、シフトはVDD－VTEMP＝ 1.0Vのときに発生します。

このわずかなシフト(数 mV)により、VDDまたはVTEMPでは大幅
な変動 (約 200mV)が発生します。シフトは 5℃～ 20℃という幅
広い温度変化にわたって発生するため、VTEMPは常に温度変化
に対して単調になります。電気的特性の精度の規格値には、こ
のシフト分をすでに加味してあります。

5.0 実装と温度伝導性
LM26LVは他の温度センサ ICと同じように容易に使用できます。
基板表面に接着剤等での直付けが可能です。

温度伝導性を高めるために、LM26LVダイの裏面は GNDピン
(2ピン )に直接実装されています。ランドが持つ温度や LM26LV
のピンを介して伝わる温度は、温度の測定値に影響を及ぼしま
す。

別の方法として、LM26LV をシールドメタルチューブの内部に実
装し、液体に浸したり、タンクの細い穴にねじ込むこともできます。
LM26LVおよびその配線と回路は、一般の ICと同様にリークや
腐食を防止するために絶縁し、乾いた状態を保つ必要がありま
す。これは特に結露するような低い温度で動作する場合にあては
まります。VTEMP 出力とグラウンドまたは VDD が水分によって短
絡すると、LM26LVからの VTEMP出力は正しい値を示さなくなり
ます。リードや回路配線 (パターン )が水分によって腐食しないよ
うに、多くの場合はプリント回路基板のコーティングを使用します。

接合部 -周囲温度間熱抵抗 (θJA)は、デバイスの消費電力によ
る接合部温度の上昇を計算するのに使われるパラメータです。
LM26LV のダイ温度の上昇を計算するときに使用する式は次の
通りです。

TAは周囲温度、IQは待機時消費電流、ILは出力の負荷電流、
VOは出力電圧を表します。例えば、TA＝ 30℃、VDD＝ 5V、
IDD＝ 9μA、ゲイン選択＝ 4、VTEMP＝ 2231mV、IL＝ 2μAの
アプリケーションでは、接合部温度は 30.021℃になり、自己発熱
による誤差はわずか 0.021 ℃であることがわかります。LM26LV
の接合部温度が実際に測定される温度なので、VTEMP 出力が
ドライブするのに必要な負荷電流は最小限に抑えるように注意し
てください。OVERTEMP出力を 100kΩプルアップ抵抗と共に使
用してこの出力を制定する (Low)と、この例では自己発熱による
誤差を0.059℃に抑えるためにさらに [(152℃ /W)×(5V) 2/100k]
＝ 0.038℃とします。Figure 3に LM26LVの熱抵抗を示します。

FIGURE 3.    LM26LV Thermal Resistance
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6.0 アプリケーション回路

FIGURE 4.   Temperature Switch Using Push-Pull Output

FIGURE 5.   Temperature Switch Using Open-Drain Output

マイクロコントローラや ASICに内蔵されている大半の CMOS A/Dコンバータは、サンプリング・データのコンパレータ入力構造を備えて
います。A/D コンバータは、サンプリング・コンデンサを充電する場合、LM26LV 温度センサや多くのオペアンプなどのアナログ信号源
の出力による瞬時の充電が必要です。ただしコンデンサ (CFILTER)を追加すれば簡単に解決できます。CFILTERのサイズは、サンプリ
ング・コンデンサのサイズとサンプリング・レートにより異なります。必ずしもすべての A/Dコンバータが同じ入力段構成ではないため、充
電の要件は一様ではありません。上図の A/Dコンバータはあくまでも例として示したものです。

FIGURE 6.   Suggested Connection to a Sampling Analog-to-Digital Converter Input Stage
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6.0 アプリケーション回路 (つづき)

FIGURE 7.   Celsius Temperature Switch

FIGURE 8.   TRIP TEST Digital Output Test Circuit
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生命維持装置への使用について
ナショナルの製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL COUNSEL) の事前の
書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは認められていません。
ここで、
生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは支持す
るものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与えると
予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不具合が
生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社 (以下ナショナル )製品の関連情報として提供されます。ナショナルは、
この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告なく変
更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、ま
たはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナルがナショナルの製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が課す要件によっ
て指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナルは製品適用の
援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナルの部品を使用した製品および製品適用の責任は購入者にありま
す。ナショナルの製品を用いたいかなる製品の使用または供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段
を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナルとの取引条件で規定される場合を除き、ナショナルは一切の義務を負わないものとし、また、
ナショナルの製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または
他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター社の商標または登録商標です。一部のブランドや製品
名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters

6-Lead LLP-6 Package
Order Number LM26LVCISD, LM26LVCISDX

NS Package Number SDB06A
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